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抗菌薬・消毒薬の適正使用
各種ガイドラインの説明
スタンダードプリコーション
各種感染症の説明
医療廃棄物
院内感染への各施設での取り組み
その他（TDM）
《 取り上げてほしいテーマ 》
件
（複数回答可）
研修会は２回／年、土曜日の午後開催
特別講演（１題）・一般演題（３題）を基本。
（研修参加者５２名よりアンケート回収）
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長崎大学病院
感染制御教育
センターの
地域への働きかけ
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感染制御に対して薬剤師として関与
するために研鑽をつむことが必要！
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感染制御認定薬剤師認定申請資格
以下の全てを満たす者は認定を申請することができる。
①日本国の薬剤師免許を有し、薬剤師として優れた見識を備えていること。
②薬剤師としての実務経験を５年以上有し、日本病院薬剤師会あるいは日本薬剤師会
の会員であり、かつ、別に定める学会のいずれかの会員であること。
③日本病院薬剤師会生涯研修履修認定薬剤師、日本医療薬学会認定薬剤師、薬剤師
認定制度認証機構により認証された生涯研修認定制度による認定薬剤師、あるいは日
本臨床薬理学会認定薬剤師であること。
④申請時において、引き続いて３年以上、施設内の感染対策委員会または院内感染対
策チームの一員（院内感染対策チームと連携しての活動を含む）として感染制御活動に
従事していること（病院長あるいは施設長等の証明が必要）。
⑤施設内において、感染制御に貢献した業務内容及び薬剤師としての薬学的介入により
実施した対策の内容を２０例以上報告できること。
⑥日本病院薬剤師会が認定する感染制御領域の講習会、及び別に定める学会が主催
する感染制御領域の講習会などを所定の単位（２０時間、１０単位）以上履修していること。
⑦病院長あるいは施設長等の推薦があること。
⑧日本病院薬剤師会が行う感染制御認定薬剤師認定試験に合格していること。
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以下の全てを満たす者は認定を申請することができる。
①申請時において、感染制御認定薬剤師あるいはＩＣＤ制度協議会が認定するインフェク
ションコントロールドクター（以下「ＩＣＤ」という。）の資格を有している者であり、かつ、ＩＣＤ制
度協議会に加盟している学会・研究会のいずれかの会員であること。
②日本医療薬学会、日本薬学会、日本臨床薬理学会、日本ＴＤＭ学会、ＩＣＤ制度協議会
に加盟している学会・研究会、日本薬剤師会学術大会、関連する国際学会あるいは日本
病院薬剤師会ブロック学術大会において感染制御領域に関する学会発表が３回以上（うち、
少なくとも１回は発表者）、複数査読制のある国際的あるいは全国的な学会誌・学術雑誌
に感染制御領域に関する学術論文が２編以上（うち、少なくとも１編は筆頭著者）の全てを
満たしていること。
③病院長あるいは施設長等の推薦があること。
④日本病院薬剤師会が行う感染制御専門薬剤師認定試験に合格していること。
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感染制御専門薬剤師認定申請資格
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薬事日報2009年4月10日
専門薬剤師に資格手当 岐阜大病院全国で始めて導入
（権利者の都合により削除）
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